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方舟鷹の惑い わたしたちに翼はいらない

パンどろぼうとほっかほっカー ことばの魔法図鑑ベニーのみずたまぼうし

大学時代の友達と従兄と一緒に山

奥の地下建築を訪れた柊一は、 偶

然出会った三人家族と地下建築の

中で夜を越すことになった。 翌日、

地震が発生し、 扉が岩でふさがれ、

地盤に異変が起き、 水が流入しは

じめた。 いずれ水没する地下建築

で殺人が起こった。 誰か一人を犠

牲にすれば脱出できる。 生贄には、

その犯人がなるべきだ。 犯人以外

の全員が、 そう思った。 タイムリミッ

トまでの１週間で、 僕らは殺人犯を

見つけなければならない。

海外逃亡していたはずの極左の

最高幹部が突然仙台に現れ、 公

安に衝撃が走った。 身柄の移送

を担当した公安一課の海老沢は、

警察官人生最大の痛恨の失敗を

犯す。 一方、 捜査一課の高峰は

空き家で殺害された元代議士秘

書の身辺を探る。 新聞記者から

の思わぬ情報。 死の床にある元

刑事の父の言葉。 そして海老沢

に下った極秘の特命捜査―事件

の様相は一変する。

同じ地方都市に生まれ育ち現

在もそこに暮らしている三人。

いじめ、 モラハラ夫、 母親の支

配。 心の傷は、 恨みとなり、 や

がて…。 他人を殺す。 自分を

殺す。 どちらにしてもその一歩

を踏み出すのは意外とたやす

い。 「生きる」 ために必要な救

済と再生をもたらす物語。

ヤギのおばあさんの頼みで、

パンを届けにでかけたパンどろ

ぼう。 なかなかたどりつかずう

なだれる横を、 一台の車がと

おりすぎますが。 ほかほかの

パンとほかほかの思いをのせ

て 「ほっかほっカー」 が走り

だす！

本書では、 言葉を 「魔法」 に

たとえて、 どんな気持ちになっ

たら、 この言葉を使うのか。

そうすると相手はどんな気持ち

になるのか。 一つひとつ丁寧

に解説していきます。 一生モノ

の「伝える力」が手に入る。「好

かれる白魔法」 「嫌われる黒魔

法」 全６０ワードが楽しく学べ

る一冊！

第11回ＭＯＥ創作絵本グラ

ンプリ受賞作

きのこのベニーの自慢の帽子は、

おしゃれな赤の水玉模様。 今日

は、 森のきのこの帽子祭りの日。

みんな、 とっておきの新しい帽子

を準備してきました。 いろんな帽

子が次々に披露されますが、 ベ

ニーはいつもの水玉帽子を脱ご

うとしません。 でもひょんなことか

ら、 ベニーの帽子が飛んで行って

しまって…!?

おすすめ本のご紹介
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▷農村環境改善センター
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上段 ： 一般図書

下段 ： 児童図書

▷教育委員会

☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

夕木 春央 著
寺地 はるな 著

堂場 瞬一 著

しおみつさちか 著
柴田 ケイコ 作

五百田 達成 著

・
ま
だ
取
り
壊
し
て
は
い
な
い
が
、
「
雪

の
重
み
な
ど
で
屋
根
全
体
が
潰
れ
て
い

る
。
」
な
ど
、
大
き
く
損
壊
し
て
い
て
、

使
用
で
き
な
い
家
屋
が
あ
る
場
合
は
下

記
の
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

担
当
職
員
が
現
地
で
状
況
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

昨
年
12
月
25
日
に
て
、
全
て
の
税
金

の
納
付
期
限
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
今

一
度
納
付
状
況
を
確
認
し
、
納
め
忘
れ

が
あ
る
場
合
は
速
や
か
な
納
付
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
未
登
録
家
屋
…
法
務
局
で
登
記
を
さ

れ
て
い
な
い
家
屋

▼
登
記
済
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

・
登
記
済
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

は
、
法
務
局
で
「
滅
失
登
記
」
を
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
滅
失
登
記
を
行

わ
な
い
と
き
、
ま
た
は
滅
失
登
記
の
手

続
き
が
家
屋
を
取
り
壊
し
た
翌
年
以
降

に
な
る
と
き
は
、
「
家
屋
滅
失
届
」
を

役
場
住
民
課
税
務
係
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ど
ち
ら
の
場
合
も
届
出
が
な
い
場
合

は
、
取
り
壊
し
た
家
屋
に
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
家
屋
を
取
り
壊
す
予
定
の
方
へ
お
願

い・
家
屋
の
取
り
壊
し
の
届
出
を
す
る
際

は
、
取
り
壊
し
日
を
確
認
で
き
る
書
類

(

解
体
業
者
が
発
行
す
る
証
明
書
、
工

事
費
用
の
領
収
書
、
取
り
壊
し
工
事
の

状
況
を
撮
影
し
た
日
付
入
り
の
写
真
な

ど)
の
ご
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
壊
れ
て
使
用
で
き
な
い
家
屋
が
あ
る

と
き

【
通
常
料
金
の
支
払
い
と
な
る
場
合

(

例)

】

例
：
浅
茅
野
か
ら
稚
内
へ
行
く
場
合

↓
浅
茅
野
か
ら
稚
内
ま
で
の
通
常
料
金

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い

※
意
図
的
に
一
旦
下
車
し
て
、
再
び
す

ぐ
乗
車
す
る
よ
う
な
場
合
は
無
料
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意

願
い
ま
す
。

■
保
健
福
祉
課
福
祉
係

☎
２
‐
２
０
４
０

▼
固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て

・
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
（
賦

課
期
日
）
現
在
に
存
在
し
て
い
る
固
定

資
産
を
課
税
対
象
と
し
、
そ
の
年
の
４

月
か
ら
始
ま
る
年
度
分
に
つ
い
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

▼
未
登
記
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

・
未
登
記
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

は
、
「
家
屋
滅
失
届
」
（
住
民
課
窓
口
に

あ
り
ま
す
。
）
を
役
場
住
民
課
税
務
係

　

本
村
で
は
、
満
70
歳
以
上
の
方
及
び

重
度
身
体
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
ま
た
は
２
級
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
）
に
対
し
『
シ
ル
バ
ー
カ
ー
ド
・

バ
ス
無
料
乗
車
券
』
を
発
行
し
て
お
り

ま
す
。

　

乗
車
の
際
に
本
券
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
バ
ス
を
無
料
で
ご
利
用
で
き
ま

す
。

　

た
だ
し
、
本
券
が
利
用
で
き
る
の
は

「
村
内
の
定
期
路
線
バ
ス
区
間
内
で
の

乗
降
」
に
限
り
ま
す
の
で
、
村
内
か
ら

村
外
へ
行
く
場
合
（
逆
も
同
様
）
に
は
、

通
常
の
バ
ス
料
金
の
支
払
い
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
無
料
で
利
用
で
き
る
区
間
】

・
宗
谷
バ
ス

「
本
間
食
品
～
鬼
志
別
～
山
軽
」
の
区

間
内
で
の
乗
降

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
（
小
石
線
）

「
鬼
志
別 

～ 

小
石
」
の
区
間
内
で
の

乗
降

『
シ
ル
バ
ー
カ
ー
ド
・
バ
ス

無
料
乗
車
券
』
を
ご
利
用

の
皆
様
へ
お
願
い

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

の
手
続
き
に
つ
い
て
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流
氷
は
シ
ベ
リ
ア
大
陸
の
沿
岸
で
生

ま
れ
２
月
に
入
る
頃
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
に
広
が
り
、
北
海
道
の
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
沿
岸
ま
で
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ほ

ど
の
低
緯
度
で
流
氷
が
見
ら
れ
る
の
は

世
界
で
も
こ
の
地
域
だ
け
で
あ
り
、
北

海
道
の
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

流
氷
は
観
光
資
源
で
あ
り
、
ま
た
豊

か
な
海
を
は
ぐ
く
ん
で
く
れ
ま
す
が
、

一
方
で
沿
岸
施
設
に
被
害
を
も
た
ら
し

た
り
、
水
産
資
源
に
被
害
を
与
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
、
平
成
24

年
３
月
に
宗
谷
海
峡
に
流
入
し
た
流
氷

が
日
本
海
に
も
広
く
流
出
し
、
利
尻
・

礼
文
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
の
運
航
が
で
き

な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
時

は
、
天
塩
港
よ
り
代
替
運
航
を
実
施

し
、
人
や
生
活
物
資
の
輸
送
を
対
応
し

た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
過
去
に
は
、
名

産
で
あ
る
コ
ン
ブ
に
も
大
き
な
被
害
を

出
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

観
光
面
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
面
で

も
重
要
な
海
氷
の
情
報
は
、
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
海
洋
の
健
康
診
断

表
」
の
中
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

■
稚
内
地
方
気
象
台

☎
０
１
６
２
‐
２
３
‐
２
６
７
９

　

例
年
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
突
然

の
降
雪
、
吹
雪
に
よ
る
視
界
の
悪
化
が

原
因
の
交
通
事
故
や
路
面
凍
結
な
ど
路

面
状
況
の
変
化
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

車
間
距
離
を
十
分
に
と
り
、
安
全
な

ス
ピ
ー
ド
で
常
に
危
険
に
対
応
で
き
る

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

＊
毎
月
15
日
は
「
道
民
交
通
安
全
の

日
」
で
す
。
ご
家
庭
や
職
場
な
ど
で
交

通
安
全
の
大
切
さ
を
考
え
る
機
会
と
し

ま
し
ょ
う
。

■
環
境
生
活
部
く
ら
し
安
全
局
道
民
生

活
課
交
通
安
全
係

☎
０
１
１
‐
２
３
２
‐
４
８
２
０

季
節
の
風
物
詩
・
流
氷

冬
道
の
安
全
運
転

税
務
係
か
ら

納
期
の
お
知
ら
せ


